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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 17日 (2007.5.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 a. 注 入 口 お よ び 第 一 流 出 口 お よ び 第 二 流 出 口 を 有 す る チ ャ ネ ル ；
　 b. 注 入 口 と 第 二 流 出 口 の 間 に は 配 置 さ れ ず 、 注 入 口 と 第 一 流 出 口 の 間 に 配 置 さ れ る 、
第 一 篩 ； な ら び に
　 c. 粒 子 を 第 一 篩 へ 導 く 、 力 発 生 装 置
を 含 む 、 粒 子 の 濃 度 を 高 め る た め の 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 力 発 生 装 置 が 、 第 二 流 出 口 を 通 し て よ り も 第 一 流 出 口 を 通 し て よ り 大 き な 流 速 を 生 じ る
、 請 求 項 1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 篩 が チ ャ ネ ル の 領 域 内 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ 、 領 域 に 入 る 流 体 が 篩 を 通 っ て 引 き 込 ま
れ る よ う に 、 篩 を 含 む 領 域 内 の 点 で 広 が っ て い る チ ャ ネ ル を 、 力 発 生 装 置 が 含 む 、 請 求 項
1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 注 入 口 と 第 二 流 出 口 の 間 の 流 れ の 方 向 の 、 篩 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 圧 力 損 失 が 、 実 質 的 に
一 定 で あ る 、 請 求 項 3記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 三 流 出 口 、 お よ び 、 注 入 口 と 第 三 流 出 口 の 間 に 配 置 さ れ る 第 二 篩 を さ ら に 含 む 、 請 求
項 1記 載 の 装 置 で あ っ て 、 篩 が チ ャ ネ ル の 領 域 内 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 領 域 に 入 る 流 体 が 篩
を 通 っ て 引 き 込 ま れ る よ う に 、 篩 を 含 む 領 域 内 の 点 で 広 が っ て い る チ ャ ネ ル を 、 力 発 生 装
置 が 含 む 、 装 置 。



【 請 求 項 ６ 】
　 注 入 口 と 第 二 流 出 口 の 間 の 流 れ の 方 向 の 、 篩 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 圧 力 損 失 が 、 実 質 的 に
一 定 で あ る 、 請 求 項 5記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 力 発 生 装 置 が 二 つ の 電 極 を 含 み 、 か つ 、 DC電 圧 が 電 極 に 加 え ら れ る 場 合 、 荷 電 し た 粒 子
が 、 電 気 泳 動 に よ っ て 第 一 篩 に 向 か う ま た は 離 れ る 方 向 に 移 動 で き る よ う に 、 第 一 篩 が 電
極 の 間 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 誘 電 泳 動 に よ っ て 第 一 篩 に 向 か う ま た は 離 れ る 方 向 に 粒 子 が 移 動 で き る よ う な 、 不 均 一
な 電 場 を 生 じ る こ と の で き る 、 二 つ ま た は そ れ 以 上 の 電 極 を 、 力 発 生 装 置 が 含 む 、 請 求 項
1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 粒 子 が 遠 心 力 に よ っ て 第 一 篩 に 向 か っ て 移 動 で き る よ う に 、 力 発 生 装 置 が 、 湾 曲 し た チ
ャ ネ ル を 含 む 、 請 求 項 1記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 第 一 篩 が 、 母 体 赤 血 球 を 通 過 さ せ る が 、 胎 児 赤 血 球 を 通 過 さ せ な い 、 請 求 項 1記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 粒 子 含 有 流 体 か ら 、 粒 子 の 標 的 集 団 中 で 濃 縮 さ れ た 試 料 を 産 生 す る 方 法 で あ っ て 、 以 下
の 段 階 を 含 む 方 法 ：
a. i. 注 入 口 お よ び 第 一 流 出 口 お よ び 第 二 流 出 口 を 有 す る チ ャ ネ ル ；
　  ii. 注 入 口 と 第 二 流 出 口 の 間 に は 配 置 さ れ ず 、 注 入 口 と 第 一 流 出 口 の 間 に 配 置 さ れ る
、 第 一 篩 ； な ら び に
　  iii. 粒 子 を 第 一 篩 へ 導 く た め の 力 発 生 装 置
を 含 む 装 置 を 供 給 す る 段 階 ；
b. 粒 子 含 有 流 体 を 、 注 入 口 を 通 っ て チ ャ ネ ル 内 へ 導 く 段 階 ；
c. 流 体 中 の 粒 子 が 第 一 篩 へ 導 か れ 、 か つ 、 粒 子 の サ イ ズ 、 形 、 ま た は 変 形 能 に 基 づ い て
第 一 篩 を 実 質 的 に 通 過 す る ま た は 通 過 し な い よ う に 、 力 発 生 装 置 を 作 動 さ せ る 段 階 ； な ら
び に
d. 標 的 集 団 の 粒 子 が 第 一 篩 を 実 質 的 に 通 過 す る 場 合 に は 第 一 流 出 口 か ら 、 ま た は 、 標 的
集 団 の 粒 子 が 第 一 篩 を 実 質 的 に 通 過 し な い 場 合 に は 第 二 流 出 口 か ら 、 標 的 集 団 の 粒 子 を 含
む 硫 出 物 を 回 収 し 、 そ れ に よ り 、 粒 子 の 標 的 集 団 中 で 濃 縮 さ れ た 試 料 を 産 生 す る 段 階 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 力 発 生 装 置 が 、 第 二 流 出 口 を 通 し て よ り も 第 一 流 出 口 を 通 し て よ り 大 き な 流 速 を 生 じ る
、 請 求 項 11記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 篩 が チ ャ ネ ル の 領 域 内 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ 、 領 域 に 入 る 流 体 が 篩 を 通 っ て 引 き 込 ま
れ る よ う に 、 篩 を 含 む 領 域 内 の 点 で 広 が っ て い る チ ャ ネ ル を 、 力 発 生 装 置 が 含 む 、 請 求 項
11記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 注 入 口 と 第 二 流 出 口 の 間 の 流 れ の 方 向 の 、 篩 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 圧 力 損 失 が 、 実 質 的 に
一 定 で あ る 、 請 求 項 13記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 装 置 が 、 第 三 流 出 口 、 お よ び 、 注 入 口 と 第 三 流 出 口 の 間 に 配 置 さ れ る 第 二 篩 を さ ら に 含
み 、 篩 が チ ャ ネ ル の 領 域 内 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 領 域 に 入 る 流 体 が 篩 を 通 っ て 引 き 込 ま れ る
よ う に 、 篩 を 含 む 領 域 内 の 点 で 広 が っ て い る チ ャ ネ ル を 、 力 発 生 装 置 が 含 む 、 請 求 項 11記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 注 入 口 と 第 二 流 出 口 の 間 の 流 れ の 方 向 の 、 篩 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 圧 力 損 失 が 、 実 質 的 に
一 定 で あ る 、 請 求 項 15記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 １ ７ 】
　 装 置 が 、 第 三 流 出 口 、 お よ び 、 注 入 口 と 第 三 流 出 口 の 間 に 配 置 さ れ る 第 二 篩 を さ ら に 含
み 、 篩 が チ ャ ネ ル の 領 域 内 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 領 域 に 入 る 流 体 が 篩 を 通 っ て 引 き 込 ま れ る
よ う に 、 篩 を 含 む 領 域 内 の 点 で 広 が っ て い る チ ャ ネ ル を 、 力 発 生 装 置 が 含 む 、 請 求 項 11記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 力 発 生 装 置 が 二 つ の 電 極 を 含 み 、 か つ 、 DC電 圧 が 電 極 に 加 え ら れ る 場 合 、 荷 電 し た 粒 子
が 、 電 気 泳 動 に よ っ て 第 一 篩 に 向 か う ま た は 離 れ る 方 向 に 移 動 で き る よ う に 第 一 篩 が 電 極
の 間 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 11記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 誘 電 泳 動 に よ っ て 第 一 篩 に 向 か う ま た は 離 れ る 方 向 に 粒 子 が 移 動 で き る よ う な 、 不 均 一
な 電 場 を 生 じ る こ と の で き る 電 極 を 、 力 発 生 装 置 が 含 む 、 請 求 項 11記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 粒 子 が 遠 心 力 に よ っ て 第 一 篩 に 向 か っ て 移 動 で き る よ う に 、 力 発 生 装 置 が 、 湾 曲 し た チ
ャ ネ ル を 含 む 、 請 求 項 11記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 標 的 集 団 が 胎 児 赤 血 球 を 含 む 、 請 求 項 11記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】

【 請 求 項 ２ ３ 】

【 請 求 項 ２ ４ 】

【 請 求 項 ２ ５ 】

【 請 求 項 ２ ６ 】

【 請 求 項 ２ ７ 】

【 請 求 項 ２ ８ 】

【 請 求 項 ２ ９ 】

【 請 求 項 ３ ０ 】

【 請 求 項 ３ １ 】

【 請 求 項 ３ ２ 】

【 請 求 項 ３ ３ 】

【 請 求 項 ３ ４ 】

【 請 求 項 ３ ５ 】
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　 血 液 試 料 か ら 第 一 の 細 胞 型 を 濃 縮 す る た め の 装 置 で あ っ て 、 該 第 一 の 細 胞 型 を 第 一 の 方
向 へ お よ び 第 二 の 細 胞 型 を 第 二 の 方 向 へ 導 く 二 列 の 障 害 物 を 含 む チ ャ ネ ル と 連 絡 し て い る
、 第 一 注 入 口 を 含 み 、 か つ 、 該 第 一 の 方 向 に 第 一 流 出 口 お よ び 該 第 二 の 方 向 に 第 二 流 出 口
を 含 む 、 装 置 。

　 第 一 の 細 胞 型 が 胎 児 赤 血 球 で あ る 、 請 求 項 22記 載 の 装 置 。

　 第 一 の 細 胞 型 が ガ ン 細 胞 で あ る 、 請 求 項 22記 載 の 装 置 。

　 第 二 の 細 胞 型 が 、 除 核 さ れ た 赤 血 球 、 ま た は 血 小 板 で あ る 、 請 求 項 22記 載 の 装 置 。

　 第 一 の 細 胞 型 が 第 二 の 細 胞 型 よ り 大 き い 、 請 求 項 22記 載 の 装 置 。

　 血 液 試 料 中 の 第 一 の 細 胞 型 の 少 な く と も 90％ が 、 第 一 の 方 向 へ 導 か れ る 、 請 求 項 22記 載
の 装 置 。

　 血 液 試 料 中 の 第 一 の 細 胞 型 の 少 な く と も 95％ が 、 第 一 の 方 向 へ 導 か れ る 、 請 求 項 22記 載
の 装 置 。

　 二 列 の 障 害 物 は 平 行 で あ る 、 請 求 項 22記 載 の 装 置 。

　 重 合 体 を 含 む 、 請 求 項 22記 載 の 装 置 。

　 二 列 の 障 害 物 が 、 第 一 の 細 胞 型 を 第 一 の 方 向 お よ び 第 三 の 方 向 へ 導 く 、 請 求 項 22記 載 の
装 置 で あ っ て 、 第 三 の 方 向 に 第 三 流 出 口 を さ ら に 含 む 、 装 置 。

　 チ ャ ネ ル が 圧 力 発 生 装 置 と 連 結 し て い る 、 請 求 項 22記 載 の 装 置 。

　 圧 力 発 生 装 置 が 流 体 力 学 的 圧 力 を 発 生 さ せ る 、 請 求 項 32記 載 の 装 置 。

　 圧 力 発 生 装 置 が 遠 心 力 を 発 生 す る 、 請 求 項 32記 載 の 装 置 。



【 請 求 項 ３ ６ 】

【 請 求 項 ３ ７ 】

【 請 求 項 ３ ８ 】

【 請 求 項 ３ ９ 】

【 請 求 項 ４ ０ 】

【 請 求 項 ４ １ 】

【 請 求 項 ４ ２ 】

【 請 求 項 ４ ３ 】

【 請 求 項 ４ ４ 】

【 請 求 項 ４ ５ 】

【 請 求 項 ４ ６ 】

【 請 求 項 ４ ７ 】

【 請 求 項 ４ ８ 】

【 請 求 項 ４ ９ 】

【 請 求 項 ５ ０ 】

【 請 求 項 ５ １ 】

【 請 求 項 ５ ２ 】

【 請 求 項 ５ ３ 】
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　 圧 力 発 生 装 置 が 、 第 一 注 入 口 と 第 一 流 出 口 の 間 の 第 一 の 圧 力 、 お よ び 第 一 注 入 口 と 第 二
流 出 口 の 間 の 第 二 の 圧 力 を 維 持 す る 、 請 求 項 32記 載 の 装 置 。

　 第 一 の 圧 力 が 第 二 の 圧 力 よ り 小 さ い 、 請 求 項 35記 載 の 装 置 。

　 圧 力 発 生 装 置 が 、 障 害 物 の 列 の 一 つ 全 体 に わ た っ て 一 定 の 圧 力 損 失 を 発 生 さ せ る 、 請 求
項 32記 載 の 装 置 。

　 チ ャ ネ ル と 連 絡 し た 第 二 注 入 口 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 22記 載 の 装 置 。

　 第 一 の 細 胞 型 お よ び 第 二 の 細 胞 型 を 含 む 流 体 試 料 か ら 、 第 一 の 細 胞 型 を 濃 縮 す る た め の
装 置 で あ っ て 、 装 置 が 、 第 一 の 細 胞 型 を 第 一 の 方 向 へ お よ び 第 二 の 細 胞 型 を 第 二 の 方 向 へ
導 く 複 数 の 障 害 物 を 含 む チ ャ ネ ル に 流 体 的 に 連 結 し て い る 第 一 注 入 口 を 含 み 、 該 第 一 の 細
胞 型 が 、 ガ ン 細 胞 ま た は 胎 児 赤 血 球 で あ り 、 か つ 、 装 置 が 、 該 第 一 の 方 向 に 第 一 流 出 口 お
よ び 該 第 二 の 方 向 に 第 二 流 出 口 を さ ら に 含 む 、 装 置 。

　 第 二 の 細 胞 型 が 、 除 核 さ れ た 赤 血 球 、 ま た は 血 小 板 で あ る 、 請 求 項 39記 載 の 装 置 。

　 第 二 の 細 胞 型 の 少 な く と も 95％ が 、 第 二 の 方 向 へ 導 か れ る 、 請 求 項 39記 載 の 装 置 。

　 第 一 の 複 数 の 障 害 物 に 対 し て 直 列 ま た は 並 列 に 配 置 さ れ る 、 第 二 の 複 数 の 障 害 物 を さ ら
に 含 む 、 請 求 項 39記 載 の 装 置 。

　 第 二 の 複 数 の 障 害 物 が 第 一 の 複 数 の 障 害 物 に 対 し て 直 列 に 配 置 さ れ 、 該 第 二 の 複 数 の 障
害 物 中 の 障 害 物 が 、 該 第 一 の 複 数 の 障 害 物 中 の 障 害 物 よ り も 短 い 距 離 で 間 隔 を あ け て い る
、 請 求 項 22記 載 の 装 置 。

　 重 合 体 を 含 む 、 請 求 項 39記 載 の 装 置 。

　 注 入 口 に 隣 接 す る 点 と 比 較 し て 、 複 数 の 障 害 物 に 隣 接 す る 点 に お い て 、 チ ャ ネ ル が よ り
広 い 、 請 求 項 39記 載 の 装 置 。

　 チ ャ ネ ル が 圧 力 発 生 装 置 と 連 結 し て い る 、 請 求 項 39記 載 の 装 置 。

　 圧 力 発 生 装 置 が 流 体 力 学 的 圧 力 を 発 生 す る 、 請 求 項 46記 載 の 装 置 。

　 圧 力 発 生 装 置 が 遠 心 力 を 供 給 す る 、 請 求 項 46記 載 の 装 置 。

　 圧 力 発 生 装 置 が 、 第 一 注 入 口 と 第 一 流 出 口 の 間 の 第 一 の 圧 力 、 お よ び 、 第 一 注 入 口 と 第
二 流 出 口 の 間 の 第 二 の 圧 力 を 維 持 し て い る 、 請 求 項 46記 載 の 装 置 。

　 第 一 の 圧 力 が 第 二 の 圧 力 よ り 小 さ い 、 請 求 項 49記 載 の 装 置 。

　 複 数 の 障 害 物 全 体 に わ た る 圧 力 損 失 が 一 定 で あ る 、 請 求 項 39記 載 の 装 置 。

　 チ ャ ネ ル と 連 絡 し た 第 二 注 入 口 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 39記 載 の 装 置 。

　 一 つ ま た は 複 数 の 胎 児 赤 血 球 を 第 一 の 方 向 へ 、 お よ び 一 つ ま た は 複 数 の 非 胎 児 赤 血 球 を
第 二 の 方 向 へ 導 く 、 複 数 の 障 害 物 を 含 む チ ャ ネ ル に 連 結 し た 第 一 注 入 口 を 含 む 装 置 に 、 流
体 試 料 を 注 入 す る 工 程 を 含 む 、 胎 児 赤 血 球 お よ び 非 胎 児 赤 血 球 を 含 む 流 体 試 料 中 の 一 つ ま
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た は 複 数 の 胎 児 赤 血 球 を 濃 縮 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 該 装 置 が 、 該 第 一 の 方 向 に 第 一 流
出 口 お よ び 該 第 二 の 方 向 に 第 二 流 出 口 を さ ら に 含 む 、 方 法 。

　 非 胎 児 赤 血 球 が 赤 血 球 ま た は 血 小 板 で あ る 、 請 求 項 53記 載 の 方 法 。

　 流 体 試 料 が 母 体 血 液 試 料 で あ る 、 請 求 項 53記 載 の 方 法 。

　 試 料 に 遠 心 力 を 加 え る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 53記 載 の 方 法 。

　 一 つ ま た は 複 数 の ガ ン 細 胞 を 第 一 の 方 向 へ 、 お よ び 一 つ ま た は 複 数 の 非 ガ ン 細 胞 を 第 二
の 方 向 へ 導 く 、 複 数 の 障 害 物 を 含 む チ ャ ネ ル に 連 結 し た 第 一 注 入 口 を 含 む 装 置 に 、 流 体 試
料 を 注 入 す る 工 程 を 含 む 、 ガ ン 細 胞 お よ び 非 ガ ン 細 胞 を 含 む 流 体 試 料 か ら 、 一 つ ま た は 複
数 の ガ ン 細 胞 を 濃 縮 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 該 装 置 が 、 該 第 一 の 方 向 に 第 一 流 出 口 お よ
び 該 第 二 の 方 向 に 第 二 流 出 口 を さ ら に 含 む 、 方 法 。

　 非 ガ ン 細 胞 が 赤 血 球 ま た は 血 小 板 で あ る 、 請 求 項 57記 載 の 方 法 。

　 流 体 試 料 が 血 液 試 料 で あ る 、 請 求 項 57記 載 の 方 法 。

　 試 料 に 遠 心 力 を 加 え る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 57記 載 の 方 法 。

　 血 液 試 料 を チ ャ ネ ル に 送 達 す る た め に 適 合 化 さ れ た 第 一 注 入 口 を 含 む 装 置 に 、 該 血 液 試
料 を 注 入 す る 工 程 を 含 む 、 第 一 の 細 胞 型 お よ び 第 二 の 細 胞 型 を 含 む 血 液 試 料 か ら 、 第 一 の
細 胞 型 を 濃 縮 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 該 チ ャ ネ ル が 、 第 一 の 細 胞 型 を 第 一 の 方 向 へ お よ
び 第 二 の 細 胞 型 を 第 二 の 方 向 へ 導 く 、 二 列 の 障 害 物 を 含 み 、 か つ 該 装 置 が 、 該 第 一 の 方 向
に 第 一 流 出 口 お よ び 該 第 二 の 方 向 に 第 二 流 出 口 を 含 む 、 方 法 。

　 障 害 物 が 、 微 少 流 体 の 隙 間 に よ っ て 互 い に 分 離 さ れ る 、 請 求 項 61記 載 の 方 法 。

　 第 一 の 細 胞 型 が 有 核 細 胞 で あ っ て 、 第 二 の 細 胞 型 が 除 核 さ れ た 細 胞 で あ る 、 請 求 項 61記
載 の 方 法 。
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